
 

               

 
 

麻しんの流行について 

 
 ２０１９年に入り、大阪府や三重県など近隣府県で麻しん患者が急増しています。 

和歌山市内においても、1月２８日に麻しん患者１人の届出が、その後２月１２日に

１人、２月１３日に１人の届出がありました。今後も広域的な地域において発生が考

えられますので、ご注意ください。 

  
１ 麻しん届出状況（２０１９年） 

                                  
 居住地 年 齢 性 別 発症日 予防接種歴 感染推定地域 

患者Ａ 和歌山市内 １０歳代 男性 １月２５日 ２回 大阪市内 

患者Ｂ 和歌山市内 １０歳代 女性 ２月 ９日 ２回 大阪市内 

患者Ｃ 和歌山市内 ３０歳代 男性 ２月 ６日 不明 大阪、京都他 

  

※上記患者について疫学調査を実施し、現在接触者について健康観察を行っています。 

 
２ 麻しんの症状等 

  麻しんは「麻しんウイルス」によって引き起こされる病気で、感染の約１０日～

１２日後に３８℃程度の発熱やかぜ症状がはじまり、２～３日発熱が続いたあと

（カタル期）、再び３９℃以上の高熱とともに発疹が出現します（発疹期）。 

時には脳炎を発症するなど重症になることもあります。また、麻しんの感染により、

全身の免疫力が低下するため、他の細菌などに感染しやすくなります。このため、

肺炎や中耳炎などを合併することもあり、妊娠している方は流産や早産の原因とも

なります。 

 
３ 市民の皆様へ 

  発熱、発疹等の症状が出た場合は、受診前に医療機関に電話でその旨を伝え、マ

スク着用の上速やかに受診するとともに、旅行歴等についてお伝えください。 
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